北病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和元年11月25日(月)　　　　　　　　　　　　　司会・記録：西山　光子
	松村
	木村
	西山
	岩藤
	羽田
	清川
	田口
	秋山
	三浦

	○
	休
	○
	深
	休
	　○
	休
	準
	○

	横町
	原子
	石橋
	
	
	
	
	
	

	○
	○
	休
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・本日より、インフルエンザ対策の為、面会と外出制限となります。
　担当患者様のご家族に連絡していない方は、早めに連絡お願い致します。
・インフルエンザ感染予防の為、スタッフは夜勤帯のみマスク着用して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・なし
＜週間予定＞
25（月）小田　タネ様：外泊9：00～27（水）15：30ディケア体験後帰院となります。
　　　　　　　　　　　帰りは病棟スタッフの迎えとなります。

　　　　尾嵜　マリ子様：外出9：30～15：00　歯科受診とランチ外出

26（火）小倉Ｄｒの診察

　　　　佐々木　淳様：計画相談事業所と地域移行支援事業所の相談員の面談10：00～

　　　　　　　　　　　病棟スタッフ対応となります。担当Ｎｓ～情報提供書あります。
＜要注目患者様＞

・原　吉郎様～夜間は良眠、起床困難あり。クロザリル減薬後、気分の不調を訴え増薬希望されている。バイタル異常は無い。
・角濱　義弘様～夜間の良眠はとれていますが、起床すると、落ち込みやチック症状の訴えが聞かれます。傾聴する事で改善を見ますが、繰り返す状況続いています。頓服薬の促しには、精神安定剤という事に抵抗がある様子で拒否見られていましたが、スタッフの説明に納得され、8：30不安時のジアゼパム（2）1T内服し休まれています。

・鈴木　知子様～病棟や他患に慣れるかと不安を訴えているが、傾聴し関りをもつ事で不安は軽減されている。今朝には、他者交流持つ事出来ている。
・沼端　恵子様～11/24、23時～覚醒し以後不眠で経過。多飲水傾向あり介入にも落着く事ない。朝食後から、興奮状態見られリスペリドン（1）1P内服する。その後休まれ、昼食前に起床している。

＜入院患者様＞
柏木　教枝（かしわぎ　のりえ）様　36歳　女性
主病名：気分変調症
主治医：金Ｄｒ　　担当Ｎｓ/ＣＷ：西山Ｎｓ/横町ＣＷ　　部屋：301号室

食事：常食　　排泄：自立（最終排便：11/24）　　清潔：自立（最終入浴：11/23）

買い物：売店利用（5000円/月）　　洗濯：自己洗濯　　間食制限：なし
服薬：スタッフ管理。　財布：自己管理（ロッカー鍵詰所預かり）携帯：詰所預かり
経過：24歳時、クレジットカードの借金で生活苦となり市販薬を過量服薬した為、地元の岩手県で精神科初診。自己破産した後茨城県に転居、派遣の仕事をしながら都内のクリニックへ通院。千葉県に転居した為、しのだの森ホスピタルへ転医。通院しながら派遣の仕事をしていたが、Ｈ30年頃から業務負担が重くなった事から抑うつ状態が悪化。不眠、食欲不振があり、Ｈ31 年2月27日より同院で任意入院となる。入院後心理検査でIQ70、感情抑制や対人関係構築に困難さが見られ、社会適応が難しい様子あり。入院中服薬調整により抑うつ状態は改善したものの、買い物依存傾向があり、金銭浪費がある為、退院後の独居生活は困難と判断され、実家のある九戸へ帰省。それに伴い当院へR1年6月19日初診。外来にて薬剤治療継続しているが、同居している兄様との関係性が悪く、徐々に本人に対しての態度が辛辣であり、家族の理解も得られず、ＧＨの入居を進めていたが入居話がなかなか進んでいない事や、兄との関係性が更に悪化しうつ状態を呈している事から、当院へ静養目的にて任意入院となる。1ヶ月の入院期間を希望される。
　　　前医で無断離院あり、注意要する。
